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1 はじめに 

宮崎県は、肉用牛、豚、ブロイラーなどの畜産物及び

牛乳・乳製品、ピーマン、メロン、甘藷、かぼちゃ、日

向夏、マンゴーなどの農産物を保有する日本の主要生産

県である。県内で生産される品目には、宮崎牛、ハマユ

ウポーク、宮崎地鶏、完熟マンゴーなど、多くの地域ブ

ランドも存在する。平成 19年 1月の東国原知事就任後、

多くのメディアへの露出により、平成 19 年はいわゆる

「宮崎ブーム」のなか、全国的に宮崎県の地域素材・地

域産品に注目が集まった。 

平成 18 年 2 月、地域素材を利用し県内における食品

産業、農畜水産業、大学、試験研究機関等が連携して、

高付加価値食品を供給することにより、地域経済の活性

化に資することを目的として、宮崎県食料産業クラスタ

ー協議会が設立された。 

本稿では、宮崎県における食料産業クラスターについ

て、宮崎県食料産業クラスター協議会を中核とした取組

みを中心に、Michael E Porterのダイヤモンドモデルにも

とづく要素条件、需要条件、支援産業・関連産業及び企

業戦略・構造・競合関係の４つの視点から、クラスター

推進に関する状況やその成果について条件分析を行う。 

2 要素条件 

要素条件には、原料、技術シーズ、人・企業、地域の

食を取巻く文化・風土・歴史等があげられるが、その前

段として、宮崎県の農業1、食品産業2及び経済活動3等の

概況について、対象により若干年度は異なるが、既存の

統計データを引用し整理を行う。 

2.1. 背景となる産業の特徴と動向 

平成 17年度の宮崎県の農業産出額は 3,206億円（全国

6位）、平成 2年をピークに減少が続いている。作物構成

比を見ると、畜産が 56.9％で最も高く、ついで野菜が

                                                                 
1 図説：宮崎県の農業 2007（総務省「国勢調査」、農林水産省

「農業センサス」「農業構造動態調査」）（平成 16年） 
2 経済産業省「工業統計調査結果」（平成 17年） 
3 宮崎県総合政策本部「宮崎県経済の動き」（平成 19年） 

19.5％、米が 7.7％となっている。農業就業人口は 66,245

人で県内の就業者数の 12.0％を占めるものの、年々高齢

化が進んでおり、昭和 60年に県内の基幹的農業従者のう

ち 14.3％であった 65歳以上の基幹的農業従者の割合は、

平成 17年において 51.5％まで拡大している。 

食料品の製造品出荷額は 2,284 億円、県全体の製造品

出荷額 12,888億円に対し 17.7％で最も多い（2位：電子

部品 16.6％、3位：化学 12.3％）。従業者 4人以上の事業

所は県内で 415箇所、従業者は 12,616人となっている。 

産業別特化状況（特化係数4）をみると、農林水産業が

3.12 と極めて高い。その他の業種で 1.5 を越えるものは

なく（食料品を含む製造業 0.66、卸売・小売業 0.93）、県

内の産業構造は、全国に比べ農業への特化がみられる。 

いわゆる宮崎ブームにより、本調査を実施した平成 19

年度の宮崎県の経済は活況であったといわれる。ブーム

の中心となり活況をけん引したのは、航空、ホテル・旅

館等であり、県外からの観光客の増加により、消費が拡

大した結果となっている。生産を中心とした地域の産業

活力の向上といった状況はみられない。 

各種経済活動を示す指数をみても、県全体の生産活動

は、食料品を含め概ね横ばい、観光を中心とした消費の

増加は見られるものの、県全体の消費はやや弱含みで推

移し、また投資も低調と、地域企業関連においては、厳

しい状況が続いているといった具合である。 

2.2. 原料調達 

先にも示したが、宮崎県は各種品目やブランドを有す

る主要生産県である。 

県内には、ＪＡ宮崎経済連を筆頭に、13の単位農協を

配置し、そのほとんどの農協がブランドを有している。

また、経済連の関連会社も多く、株式会社ミヤチク、宮

崎県農協果汁株式会社、宮崎くみあいチキンフーズ株式

会社など 13社が存在する。 

                                                                 
4 県内総生産の産業別構成比／国内総生産の産業別構成比（特

化係数は 1.00に近いほど全国の産業構成割合に近く 1.00を

超えるほど産業の特化が顕著となる。） 
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地域で生産される品目の多くは、生鮮品として首都圏、

近畿圏を中心に、国内に出荷されているのとともに、各

種地域原料を利用し、地域の食品製造業者による加工も

行われている。 

（食料産業クラスターの新開発商品と関連の取組み） 

平成 17～18 年度の食料産業クラスター関連事業で実

施した新商品開発は上記の表に記したとおりであるが、

今回の調査では、そのうち「大山食品株式会社：空飛ぶ

新玉ネギこんにゃく」、「道本食品株式会社：干し大根ド

レッシング」の 2件と、食料産業クラスターで得たノウ

ハウを活用した「株式会社響：日向夏・ヘベ酢」を対象

に現地ヒアリング等を実施した5。これら新たに開発され

た商品は、そのいずれにおいても地域特産品を用いた取

組みとなっている。 

「響：日向夏」では、地域で放置されてきた日向夏畑

を活用し、地域の道の駅及びシルバー人材センターの協

力を得て 100トンの日向夏を確保した。新たにほ場を創

出したことから、現在、地域の農協などとの連携は行っ

ていない。しかしながら、今後、日向夏の加工品を拡大

させ、原料をより大量に確保する際には、放置園の利用

では限界もあり、今後の市場展開においては、更なる精

査も必要となる。なお、平成 17年度における宮崎県全体

                                                                 
5 ヒアリング結果は前段の各種事例参照。 

の日向夏生産量は 2,034トン、出荷量は 1,906トンとなっ

ており、今回の取組みにより、単純計算で生産量のおよ

そ 5％が新たに創出された計算となる6。 

「ヘベ酢」は、年間の生産量が 100トン程度の地域の

ニッチな果実である。このヘベ酢を対象に、ＪＡ日向と

株式会社響とがコラボレーションし、新規の商品群開発

を行った。株式会社響では、食料産業クラスター推進事

業で培った地域企業等が連携し商品を開発するノウハウ

を駆使し、新たに宮崎県の支援を受け、ヘベ酢の普及・

拡大を目的としたヘベ酢加工品を開発、販売に至ってい

る。 

「大山食品：空飛ぶ新玉ネギこんにゃく」では、ＪＡ

延岡で生産されるブランド玉ネギの未出荷品を利用し、

コンニャクに練り込み新規の加工品を開発した。ＪＡ延

岡の「空飛ぶ新玉ネギ」は、1月～3月までの極早生玉ネ

ギで、出荷規格が厳選されるため規格外品も大量に発生

する。その地域ブランド原料に着目し、新市場の創出を

図る目的となっている。ＪＡ延岡玉ネギ部会は会員 136

人、栽培面積 23ヘクタール、生産量 700トン。原料の調

達においては、その年の出荷規格外品が、大山食品の空

飛ぶ新玉ネギこんにゃくの原料の数量に直結することと

なる。 

「道本食品：干し大根ドレッシング」では、自社で生

                                                                 
6 宮崎県農政水産部「平成 17年産果樹栽培状況等調査」 

表 1 宮崎県の食料産業クラスターで開発された商品とその他関連商品 

年度 開発製品名 コア企業 連携相手先 商品の概要 

H17 日向夏、マンゴー使用のカッププ

リン・ゼリー* 

 

株式会社響 原料調達（道の駅高岡、道の駅南

郷、地域シルバー人材センター）、

製造開発（ヤマエ食品工業）、支

援指導（宮崎県食料産業クラスタ

ー協議会、宮崎県農政水産部） 

特産日向夏とマンゴーの規

格外品を有効利用し、それぞ

れカップ型プリンとゼリー

を開発。 

H17 日向夏加工品群 

（ﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ、100％ｼﾞｭｰｽ、ﾋﾟｭｰﾚ、

麺つゆ・和風だし、焼肉のたれ、

こしょう、はちみつ日向夏ﾄﾞﾘﾝｸ、

ﾋﾟｰﾙ） 

株式会社響 原料調達（道の駅高岡、道の駅南

郷、地域シルバー人材センター）、

製造開発（ヤマエ食品工業、すき

特産、宮崎県農協果汁）、支援指

導（宮崎県食料産業クラスター協

議会、宮崎県農政水産部） 

特産日向夏を利用し、さまざ

まな加工食品を開発、商品ラ

インナップを構築。クラスタ

ー事業をきっかけに、支援費

に依存していない独自の開

発を実施。 

H18 ヘベ酢加工品群** 

（ﾄﾞｯﾚｼﾝｸﾞ、100％ｼﾞｭｰｽ、ｼﾞｬﾑ、、

焼肉のたれ、こしょう等） 

株式会社響 原料調達（ＪＡ日向）、製造開発

（ヤマエ食品工業他）、支援指導

（宮崎県農政水産部） 

日向夏加工品群の開発経験

をもとに、日向地域の特産で

ある「ヘベ酢」を原料とした

製品群を県の支援で開発。 

H18 ・空飛ぶ新玉ネギこんにゃく* 

・玉ネギ酢＊、玉ネギスープ* 

大山食品株式

会社 

原料提供（ＪＡ延岡）、支援指導

（宮崎県食料産業クラスター協

議会、宮崎県ＪＡ食品開発研究

所、宮崎県農政水産部） 

延岡市特産の空飛ぶ新タマ

ネギを使用し、玉ねぎの葉と

玉入りのこんにゃく、玉ねぎ

の酢、玉ネギスープを開発。 

H18 ・干し大根ドレッシング* 

・サラダ干し大根*、宮崎県産無

添加たくわん*、浅漬けピーマ

ン* 

道本食品株式

会社 

支援指導（宮崎県食料産業クラス

ター協議会、宮崎県食品開発セン

ター） 

製造協力（ヤマエ食品工業） 

県産大根を使用し、天日で干

した「干し大根」を数ミリ単

位に細かく刻み、調味したド

レッシングを開発。その他、 

*食料産業クラスター推進事業で開発。**宮崎県の支援で開発 

大山食品株式会社では「空飛ぶ新玉ネギこんにゃく」、道本食品株式会社では「干し大根ドレッシング」を中心に取材を行った。 
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産している天日干したくあんの原料である大根を、その

ままドレッシング用に仕向けている。上記が未利用資源

の有効活用であったのとは異なり、品質に着目した発想

で開発に着手している。 

2.3. 技術シーズ 

宮崎県内で食品分野の技術シーズを保有しているセ

クターを整理すると、大学では、宮崎大学、南九州大学、

宮崎医科大学、公設試験場では、宮崎県食品開発センタ

ー、宮崎県工業技術センターなどがある。また、これら

以外の公的な研究機関としては、地域原料の加工を目的

とした技術開発・商品開発を行う社団法人宮崎県ＪＡ食

品開発研究所がある。 

このうち、食料産業クラスターとの連携を有している

機関としては、宮崎県食品開発センター、社団法人宮崎

県ＪＡ食品開発研究所があるが、これまで、当該機関の

技術シーズを利用し、新商品開発が行われた実績はない。

むしろ、商品開発を行う地域食品製造業者の良きアドバ

イザーとして、開発しようとする商品のコンセプト設計

や商品開発時に必要となる技術をサポートする関わりが

主である。 

平成 17 年度より、日向市が主催する「ヘベ酢ビッグ

プロジェクト」において、ヘベ酢の機能性が検討されて

きた経緯はあるが、今回、株式会社響が開発したヘベ酢

加工品群では、現状のところ、ヘベ酢が持つ機能は、ア

カデミックマーケティングなど商品戦略として利用され

てはいない。 

2.4. 文化的・歴史的・風土的背景 

宮崎県の食文化は、古来の伝統と新規の発想が重なり

合っている。 

県内の高千穂町は、天の岩戸開き、天孫降臨などの神

話伝説とそれを現在に伝える夜神楽などの観光資源を有

し、年間 100万人の観光客が訪れる。食文化の歴史も古

く、町内の家庭料理や郷土料理を集めた取組み「高千穂

町食の文化祭」は平成 19年で 4回を数える。また、綾町

では、国内最大級の規模の照葉樹林を有することをきっ

かけに、町をあげて有機農業に取組んでいる。綾牛、綾

豚、綾地鶏など畜産品のブランドと共に自然食材を利用

する文化を継承している。宮崎県では、当該地域を「ひ

むか」と呼び、古来の伝統と自然を地域の特徴としてい

る。地域の文化と特徴を紹介するツールとして、前出の

高千穂町から高原町までを結ぶ総延長約 300km の新し

い広域観光ルート「ひむか神話街道」なども計画されて

いる。 

地域の食としては、宮崎焼酎が有名だが、そのほか、

チキン南蛮、冷や汁、飫肥天（おびてん）など、食とし

ての発想や工夫が見られるものも多く、近年では、みや

ざき地頭鶏（みやざきじとっこ）なども有名である。 

 

（食料産業クラスターでの動き） 

「道本食品：干し大根ドレッシング」では、南九州地

域に伝統的に伝わる天日干し大根を原料とし、新商品の

ストーリー性を形成した取組みとなっている。また、

「響：日向夏」及び「へべ酢」においても、地域の特産

原料を用いるなど、地域の食と密接に結びついた開発が

行われている。 

3 需要条件 

食料産業クラスターにより地域で開発される商品に

おいては、その商品の販売先となるターゲット、潜在的

な市場性等について検討を行う必要がある。特にクラス

ターの成果として整理する場合、そもそも、開発が行わ

れる当該地域において需要が存在するか、存在しない場

合の戦略として、新規需要をどのように創出してゆくか

が重要となる。 

ここでは、今回、宮崎において開発された新商品に対

し、その需要条件として、潜在的な地域需要、開発者の

販売戦略の面から分析を行う。 

3.1. 潜在的な地域需要 

日向夏は、宮崎県を代表する特産品として、地域の消

費者においても大いに食されている。冬季に宮崎県を訪

れると、民家の庭に日向夏が生っている光景をよく目に

する。日向夏を使った加工品も多く、種々の業者から販

売されているが、これらの多くは、おみやげ品として販

売されており、主に観光客を対象としているため、加工

品の地域需要は低いと判断される。 

ヘベ酢は、日向市が原産の果実として、江戸時代末期に

品種改良されたという歴史もあるが、生産量の少なさから

県内での認知度はあるものの、県外では、前出の日向夏に

比べると極めて低い。地域の需要創出のためには、生鮮

品・加工品とも先ず消費者への認知向上が主眼とされる。 

空飛ぶ新玉ネギは、ＪＡ延岡の極早稲の玉ネギを消費

地市場に空輸することからネーミングされた。そのユニ

ークな名前と鮮度、品質が評価され、全国的なブランド

として認知、県外でも注目を集めている。 

天日干したくあんは、宮崎県を含む南九州地域が原産

である。現在、主流となっている浅漬けに比べるとシェ

アの低いニッチ食材であるが、販売は全国に及び認知度

はある。干し大根を作るためのやぐらは、地域の冬の風

物詩として親しまれている。 

3.2. 販売戦略 

株式会社響の戦略は、地域の特産品を原料として、多

くの加工品を短期間に開発することで、商品ラインナッ

プを充実させることに主眼が置かれている。商品を開発

しても、その商品が一種類であった場合、小売店頭での

陳列にインパクトが無く認知度も向上しないと考えてい

る。インパクトを向上させる仕掛けは商品のデザインに



 

Food Marketing Research & Information Center 

食料産業クラスター ～条件分析～ 

- 118 - 

も反映され、日向夏は黄色、ヘベ酢はグリーンといった

素材ごとの統一を図っている。また、商品群の中でも、

消費者の購入頻度によりアイテムの入れ替えを行ってお

り、商品のライフサイクルは短い。 

販売先は、県内のスーパー、百貨店、宮崎空港など県

内の小売以外に、いわゆる「宮崎ブーム」ともあいまっ

て、県外（全国）の百貨店や空港からの引き合いも多い

という。そもそも販売展開を広範にしている理由として

は、上記以外にも、株式会社響が卸売会社であること、

また同社は橘太鼓「響座」として有名（橘太鼓の販売や

演奏者として海外公演の以来もあるほど）であることか

ら、これらの機会を利用した販売ネットワークを構築し

ているためと考えられる。 

これに対し、大山食品株式会社と道本食品株式会社の

販売戦略は対称的に、一つの商品にこだわりを持ち、そ

の商品の品質を重視した戦略となっている。品質重視の

視点から、一般的に販売されているこんにゃくやドレッ

シングと比べて高い。空飛ぶ新玉ネギこんにゃくは同社

ネット販売で 262 円/150ｇ、干し大根ドレッシングは同

様の販売で 420円となっている。 

両商品とも宮崎県内を重視した販売展開を行ってい

るが、むしろ商品の評価としては、首都圏の小売店や百

貨店などのほうが高いという。首都圏での販売としては、

空飛ぶ新玉ネギこんにゃくが都内百貨店・小売店、干し

大根ドレッシングが神奈川県内の相鉄ローゼン、サミッ

トストアなどで取扱われている。 

4 支援産業・関連産業 

食料産業クラスターの形成、新商品開発、技術イノベ

ーション、ブランド形成といった推進においては、地域

における連携の枠組形成が重要である。ここでは、協議

会の枠組みと連携支援、関連産業と地域のセクターの視

点から、支援産業・関連産業について分析する。 

4.1. クラスター協議会の枠組みと連携支援 

クラスター協議会は、宮崎県中小企業団体中央会に設

置されている食品産業協議会を母体とし、地域の食品製

造業者、食品関連の協同組合組織、宮崎県経済連、ＪＡ

関係機関等が会員となり、これに宮崎県や地域の自治体

が連携している。組織の運営は、雲海酒造株式会社 中島 

勝美 社長が会長となり、宮崎県中小企業団体中央会 商

工支援課 黒木 英治 主幹が事務局を行うことで推進さ

れている。 

他の地域の協議会と比較した当該協議会の特徴は、事

務局を担う黒木主幹の周辺に、クラスターを推進するた

めの各種カウンターからなるコアメンバーが、コーディ

ネーターとは別に存在していることである。 

現在、協議会を中心として、地域で展開される物づく

りにおいては、宮崎県農政水産課が地域行政機関として、

宮崎県ＪＡ食品開発研究所が技術サポーターとして、中

核的なバックアップを行っている。地域の素材を利活用

した商品開発案件のほとんどは、地域の企業とともに、

このコアメンバーにおいて計画策定の事前調整が行われ

る。 

これらコアメンバーで調整された開発アイテムに対

し、事務局は地域企業の中から実施意欲のある企業に声

かけを行いコア企業が決定される。当該地域に展開する

コーディネーターは、このコア企業の代表が就任してお

り、卸売分野では株式会社響が、製造分野では、大山食

品株式会社、道本食品株式会社が名を連ねる。 

地域の技術シーズを利活用し推進されるクラスター

の場合、地方公設試の担当者等がコーディネーターにな

ることが多いが、宮崎県の場合は、技術シーズへの着目

は低く、むしろ商品開発・販売が優先されている。 

表 2 各種新商品の要素条件と需要条件の整理 

要素条件 需要条件 

製品名 地域 

特産品 

原料 

確保 

資源の

活用 

技術 

シーズ 

歴史 

食文化 

素材 

認知度 
販売戦略 市場展開 

日向夏加工

品群 
◎ △ 

放置園

再利用 
－ ◎ 県内外で高い 

ヘベ酢加工

品群 
○ △ 

素材の

普及 
－ ○ ほぼ県内のみ 

加工商品のライ

ンナップを形成 

商品ライフサイ

クルは短い 

県内外のスーパ

ー・百貨店、空

港 

空飛ぶ新

玉ネギこ

んにゃく 

◎ ○ 
規格外

品利用 
－ ○ 

素材は 

ブランド化 

フレッシュな食

感を重視。品質

重視。単価高め 

県内・首都圏の

スーパー、百貨

店 

干し大根ド

レッシング 
○ ◎ － － ◎ 

小規模だが 

古くからある 

品質重視。干し

たくあんの認知

向上。単価高め 

県内・首都圏の

スーパー、百貨

店 

「◎」とても適合している、「○」適合している、「△」一部課題もある、「－」該当しない・実施していない 

*当該調査結果により評価。 



 

Food Marketing Research & Information Center 

食料産業クラスター ～条件分析～ 

- 119 - 

4.2. 関連産業と地域のセクター 

前出の事務局、コアメンバー、コーディネーター及び

コア企業の枠組み以外にも、当該クラスターには多くの

セクターの関わりがある。 

原料の調達や販路確保については、コア企業独自のル

ートを利用することもあるが、コアメンバーに宮崎県Ｊ

Ａ食品開発研究所がいることから、ＪＡ日向、ＪＡ延岡

などの単位農協や株式会社ミヤチク、宮崎県農協果汁株

式会社など、ＪＡ宮崎経済連の関連会社も参加者に名を

連ねている。 

また、宮崎県農政水産課の関わりから、技術支援の面

では、宮崎県食品開発センターとの連携を構築している

ことに加え、販売戦略面では、地域の百貨店、宮崎空港

への商談機会の創出や、宮崎県のアンテナショップであ

る東京都「新宿みやざき館 KONNE」や県庁前の観光

スポット「みやざき物産館」等の利用も可能となってい

る。 

5 企業戦略・構造・競合関係 

 クラスターおける要素条件、需要条件、支援産業・関

連産業と、宮崎県の取組みを取巻く環境は、多くの面で

充実している。これらの条件を踏まえ、最後にクラスタ

ーとしての取組みを推進する個々の企業の戦略と企業間

の競争構造、これまでの成果と波及効果について整理を

行う。 

5.1. 企業戦略と競争構造 

株式会社響では、クラスターに係る一連の取組みを通

じて、原料提供、商品製造など、地域連携による複数の

事業体におけるネットワークを構築し、生産、製造、流

通、小売における付加価値創出のプロデュースを目指し

ている。そもそも卸売業を営む同社のスタンスは、基本

的に物づくりを実施する企業ではなく、コーディネータ

ーと自負している。 

これに対し、大山食品株式会社や道本食品株式会社は、

食品製造業者のスタンスから、あくまで物づくりにこだ

わり、品質の確保や向上を目指している。同社の戦略に

おいては、連携を構築している技術系の組織との関わり

からも明らかで、大山食品株式会社では宮崎県ＪＡ食品

開発研究所と、道本食品株式会社では宮崎県食品開発セ

ンターとの連携度合いが、前出の株式会社響に比べ強い。 

各々の業態から戦略が異なる各社であるが、宮崎県の

地域素材を活用し、地域を活性化したいとの理念は同じ

である。実際に各社とも商品の製造においては、宮崎県

の企業とのコラボレーションを選択している。 

食料産業クラスターの場合、他の産業クラスターに比

べ産業の集積や集積された地域内の関連企業間の競争構

造は判断しにくいものではあるが、この 3社を見る限り、

地域内での競争構造は、今のところ、開発する製品のク

オリティーや技術開発力ではなく、地域活性化といった

理念と地域を重視した企業戦略において存在していると

考えられる。 

5.2. これまでの成果と波及効果 

大山食品株式会社や道本食品株式会社の場合、クラス

ター推進のためのPDCAサイクルを一回り実施した段階

といえる。開発された商品は、現在、市場に投入され、

各々数百万円～千数百万円の売上げとなっている。 

道本食品株式会社は、そもそも同社が販売するたくあ

んの認知向上を目的に、干し大根ドレッシングを開発し

たわけであるが、その効果は、近年の消費者が国産品を

求める動きがでてきたこともあり、直接的な効果を計る

ことは出来ないが、前年同月比（平成 19 年 2 月から平

成 20 年 2 月までを比較）を下回ることがない。 

また、大山食品株式会社においては、平成 19 年度に

おいて、千数百万円の売上げを計上した。引き続き首都

圏を中心とした引き合いもあり、平成 20年度の目標は大

幅な上方修正が行われている。 

一方、株式会社響では、平成 17 年度のクラスター事

業着手を契機に、日向夏、ヘベ酢の商品ラインナップ展

開を進めている。同社へのヒアリングでは、ちょうど宮

崎ブームにも乗ったことや、同社が展開する他の地域商

品の売れ行きが好調であることから、直接的にクラスタ

ーの効果とはいえないものの、平成 17年度以降、自社の

売上げをおよそ 2.5億円向上させている。 

株式会社響の場合、既に PDCAサイクルを複数回繰り

返しており、一義的な自社の売上げ以上に、地域におけ

る波及効果の創出が見られる。ＪＡ日向とのコラボレー

ションによるヘベ酢加工品群の構築は、本来目的とした

ヘベ酢の認知向上もあいまって、当該地域におけるヘベ

酢の作付面積や生産農家数の増加に寄与する結果となっ

ている。 
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図 1 ＪＡ日向のヘベ酢作付面積と農家数の推移7 

 

ＪＡ日向職員のコメントによれば、「今回の取組みを 

                                                                 
7 ＪＡ日向よりデータを頂き作成した。 
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通して、まだまだ、少ないものの生産者の増加は確実と

なっている。食料産業クラスターの考えを組み入れたこ

とで、当該地域における良好な食と農の連携ができた」

と話す。 

6 各種条件の分析 

要素条件については、主要生産県である宮崎という特

徴を活かしつつ、その中でも未利用資源の有効活用と素

材の品質へのこだわりといった点がポイントとしてあげ

られる。開発された新商品の原料は地域の特産品を活用

し、宮崎県が持つストーリー性も十分有しているといえ

る。 

その一方で、地域に既存する技術シーズの利活用はほ

とんど行われず、技術シーズの所有者は、地域でクラス

ターを展開する企業への技術的なアドバイスに留まって

いる。クラスターと連携する宮崎県食品開発センターや

宮崎県ＪＡ食品開発研究所の双方とも、地域の食品製造

業者への技術移転の実績を数多く有しているものの、ク

ラスターの参加企業サイドにおいて、技術連携によるイ

ノベーションの創出といった観点は、まだまだ希薄であ

り、現状では、先端的とはいえない加工技術を用いた物

づくり、販売促進に力点が置かれている。 

そもそも、焼酎製造業者以外に大手企業が存在しない

宮崎県においては、先端の技術シーズを利活用できる企

業は少ない。その一方で、宮崎県に既存する素材原料は、

ブランドを持つものも多く、新商品の開発を行う中小の

食品企業としては、新規のイノベーションを選択するよ

り、地域の素材が持つブランド力に付加価値を見出し、

商品をつくり販売してゆく方法を選択していると思われ

る。 

需要条件では、各開発商品とも、原料が地域で認知さ

れていることから、県内での展開を重視しつつ、首都圏

等の大消費地への展開をみているといったところである。

開発を行った各社とも、売上げ増といった効果が現れて

いるが、具体的な要因は、現在の宮崎ブームや消費者の

国内産志向の高まりにもあいまって、詳細な検証はでき

ていない状況である。 

クラスターに連携する産業は、現在のところフードチ

ェーンの枠外には見られない。原料は、地域の農協や生

産者と連携することで確保される。開発した新商品を販

売することや、外食向けに提供することは、コア企業の

努力に加え、コアメンバーのサポートにより効果的な展

開が可能となっている。また、販売面以外にも、ヘベ酢

加工品群にみられるような、栽培面積や生産者の増加な

ど生産サイドへの波及効果も見られる。宮崎県は地域原

料を中心とし、人の連携を重視した枠組みである。 

宮崎県
農政水産部

（行政支援）

（コアメンバー）

宮崎県
KONNE

道の駅南郷
原料提供

日向夏
生産者

道の駅高岡
原料提供

農業生産法人
(有)すき特産
製造加工

ヤマエ食品
工業(株)
製造加工

シルバー
人材センター

日向夏日向夏日向夏日向夏

ＪＡ日向
原料提供

へべ酢
生産者

九州産商(株)
加工・流通

日向市
行政支援

へべ酢へべ酢へべ酢へべ酢

宮崎物産館

宮崎県食料産業
クラスター協議会

事務局

宮崎県ＪＡ
食品開発研究所
（技術指導）
（コアメンバー）

道本食品(株)

漬物製造業
（コア企業）

（コーディネーター）

大山食品(株)

酢製造業
（コア企業）

（コーディネーター）ＪＡ延岡
原料提供

玉ネギこんにゃく玉ネギこんにゃく玉ネギこんにゃく玉ネギこんにゃく

ヤマエ食品
工業(株)
製造加工

ヘベ酢加工品群ヘベ酢加工品群

ＰＤＣＡ③ＰＤＣＡ③

日向夏、マンゴー日向夏、マンゴー
のプリン・ゼリーのプリン・ゼリー

ＰＤＣＡ①ＰＤＣＡ①

日向夏加工品群日向夏加工品群

ＰＤＣＡ②ＰＤＣＡ②

干し大根ドレッシング干し大根ドレッシング

ＰＤＣＡ①ＰＤＣＡ①

空飛ぶ空飛ぶ
新玉ねぎこんにゃく新玉ねぎこんにゃく

ＰＤＣＡ①ＰＤＣＡ①

干し大根ドレッシング干し大根ドレッシング干し大根ドレッシング干し大根ドレッシング

ヤマエ食品
工業(株)
製造加工

アパス
（外食店）

コアメンバー・コア企業
の参集

新商品開発
（国支援）

新商品開発
（国支援）

新商品開発
（国支援）

開発経験の活用
（クラスターの二次展開）

（コアメンバーのフォロー）
テストマーケティング、認知・普及の拡大

新商品開発
（県支援）

ヘベ酢栽培面積、ヘベ酢栽培面積、
農業生産者の増加農業生産者の増加

放置園の復活放置園の復活
地域高齢者雇用の創出地域高齢者雇用の創出

食農連携による
波及効果

食農連携による
波及効果

宮崎県
食品開発センター

（技術指導）

宮崎県系ＪＡ宮崎経済連系

(株)響

麺製造業・卸売業者
（コア企業）

（コーディネーター）

ミヤチク
（外食店）

開発経験の活用
（クラスターの二次展開）

【要素条件】
　　・宮崎県の産地ポテンシャルの高さ（原料のブランド）
　　・未利用資源の有効活用
　　・加工品開発においても品質重視のこだわり
　　・対象素材の食文化・ストーリー性あり

【需要条件】
　　・原料・加工品の地域での認知は高い
　　・こだわりの食品として付加価値向上
　　・販売先は県内を中心に首都圏も

【支援産業・関連産業】
　　・フードチェーン内の連携

【企業戦略・構造・競合関係】
　　・地域活性化の意識を共有
　　・生産サイドへの波及効果も見られる

宮崎県
農政水産部

（行政支援）

（コアメンバー）

宮崎県
KONNE

道の駅南郷
原料提供

日向夏
生産者

道の駅高岡
原料提供

農業生産法人
(有)すき特産
製造加工

ヤマエ食品
工業(株)
製造加工

シルバー
人材センター

日向夏日向夏日向夏日向夏

ＪＡ日向
原料提供

へべ酢
生産者

九州産商(株)
加工・流通

日向市
行政支援

へべ酢へべ酢へべ酢へべ酢

宮崎物産館

宮崎県食料産業
クラスター協議会

事務局

宮崎県ＪＡ
食品開発研究所
（技術指導）
（コアメンバー）

道本食品(株)

漬物製造業
（コア企業）

（コーディネーター）

大山食品(株)

酢製造業
（コア企業）

（コーディネーター）ＪＡ延岡
原料提供

玉ネギこんにゃく玉ネギこんにゃく玉ネギこんにゃく玉ネギこんにゃく

ヤマエ食品
工業(株)
製造加工

ＪＡ延岡
原料提供
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宮崎県
食品開発センター

（技術指導）

宮崎県系ＪＡ宮崎経済連系

(株)響

麺製造業・卸売業者
（コア企業）

（コーディネーター）

ミヤチク
（外食店）

開発経験の活用
（クラスターの二次展開）

【要素条件】
　　・宮崎県の産地ポテンシャルの高さ（原料のブランド）
　　・未利用資源の有効活用
　　・加工品開発においても品質重視のこだわり
　　・対象素材の食文化・ストーリー性あり

【需要条件】
　　・原料・加工品の地域での認知は高い
　　・こだわりの食品として付加価値向上
　　・販売先は県内を中心に首都圏も

【支援産業・関連産業】
　　・フードチェーン内の連携

【企業戦略・構造・競合関係】
　　・地域活性化の意識を共有
　　・生産サイドへの波及効果も見られる

 

図 2 宮崎県の食料産業クラスター 展開フロー 


